
 

 

 

 

グローバル課題研究 カリキュラムＣ 

校外学習 

 

開催概要 

◆ 日 時 ： ２０1８年1１月１６日 (金)   

◆ 訪問先：国際開発領域    JICA中部 なごや地球ひろば  

国際ビジネス領域  講演会（カツミ工業：西脇徹氏） かすがいビジネスフォーラム  

医療・福祉領域   講演会（川久保充裕氏） AHIアジア保健研修所  

環境・エネルギー  かすがいビジネスフォーラム 大和エネルフ株式会社  

◆ 参加者： 国際コース 1年生 ２２名、啓明コース 1年生 １１２名 

◆ 学習のねらい： 

(1) 本校のＳＧＨ(スーパーグローバルハイスクール)活動の 4つの探求課題(国際協力、国際ビジネス、環境・ 

エネルギー、医療福祉)から一つを選び学習をする。 

(2) 社会課題に対する興味関心を持ち、コミュニケーション能力、問題解決能力などの国際的素養を身につけ 

る。 

(3) 今後の研修旅行につなげるべく、班別研修に対する姿勢を身につけ、また進路を考える。 

   (4) 地域の企業(Local)や国際機関(Global)を訪れ、Glocalな視点を持つ人材として必要な資質を身につける。 

各領域の活動    

■ 国際開発 ―――――――――――――――――――― 

【ＪＩＣＡ中部】 

 ＪＩＣＡが行っている仕事内容や援助・支援を行う理由を説明していた

だき、その後、地球広場にて「ＳＤＧｓ」について学びました。 

 ＪＩＣＡでは「ＳＤＧｓ」を実現すべく、「みんなの学校プロジェクト」におい

ては、指導力の向上をめざして具体的な人材育成を行っていることなど、

国際開発分野において求められているものを知ることができました。 

 その後、青年海外協力隊員として活躍された丹羽俊策さんから、ゴミ

を利用して作る手作りのかばんを現地の方と協力して販売することで現

地のリサイクル推進につながった事例やインドネシアのスラウェシ島での

国際協力の様子を教えていただきました。 

    

中部大学春日丘高校 ＳＧＨ通信 VOL ９６   

発行平成28年4月12日 

発行日 

平成３０年 11月2７日 



■ 国際ビジネス ―――――――――――――――――――― 

【午前：講演】 カツミ工業 代表取締役 西脇徹氏  

プレス金型設計・製作・加工を行っている企業の活動についてお話しし

ていただきました。近年はベトナムなど海外での活動が拡大し、時代や現

地の状況に柔軟に対応する姿勢や、海外で活躍するために必要な人脈

やチャレンジ精神の大切さについてお話ししていただきました。アクティブ

に活躍する西脇さんの講演に熱心に聞き入っていました。 

 

       

 【午後：かすがいビジネスフォーラム】 

１１３社が参加する、春日井商工会議所主催の地域産業振興のため

のフォーラムに参加し、班ごとに希望する企業ブースを訪問しました。事

前学習で疑問に思ったことを質問し、地元企業の活動について学ぶこと

ができました。 

 

■ 医療・福祉――――――――――――――――――――        

      【午前：講演会（川久保充裕氏）】                     

   本校の卒業生で、現在名古屋大学医学部環境医学研究所で研究員

として活躍されている川久保先生に日本の医療制度とその問題点ついて

お話していただきました。自分たちと同じ道を歩んだ先輩の話から、自分

自身の進む先を意識することができました。 

 

       【午後：国際協力ＮＧＯ ＡＨＩアジア保健研修所】 

            ＮＧＯ団体による民間の保健指導など医療支援の実情についての講

話をしていただきました。 「ラクの赤ちゃん」などワークショップなどを通し

て体験的に学ぶことができました。また医療面だけでなく、貧困問題や差

別問題など現在の世界が抱える多様な問題とその解決について考える

ことができました。 

 

 

■ 環境・エネルギー ―――――――――――――――――――― 

【午前：かすがいビジネスフォーラム】 

１１３社が参加する、春日井商工会議所主催の地域産業振興のため

のフォーラムに参加し、班ごとに希望する企業ブースを訪問しました。事前

学習で疑問に思ったことを質問し、地元企業の活動について学ぶことがで

きました。 

 

【午後：大和エネルフ】 

大和エネルフでは、ゴミをいかに再資源・再エネルギーとして活用する

か、廃棄物の成分分析の方法や、再資源品として具体的にどのようなもの

が生成されるか、について学ぶことができました。本年度は廃棄物の回収

の現場映像やＲＰＦ製造ラインのジオラマや品質分析機など、体験的、視

覚的にも学ぶことができました。生徒の質問にも丁寧に答えていただき、今

後の研究につながるものとなりました。  


